
高山市連結財務諸表について

　高山市では、普通会計で行っている事業のほかに、国民健康保険事業や介護保険事業、

上下水道事業などの特別会計、企業会計で行っている事業でも市民の皆様に行政サービス

を提供しています。

　また、市自らが行う事業とは別に、一部事務組合や第三セクターなどの関係団体が行う

事業を通じて行政サービスを提供するものもあります。

　市全体の資産や負債の状況を把握するために、市の普通会計や特別会計、企業会計に加

え、市が構成団体となっている一部事務組合や市が設立した地方公社、市が５０％以上出

資している第三セクターなどまでを対象としたものが連結財務諸表です。

　なお、普通会計から各会計への出資金や繰出金、市から連結対象の関係団体への出資金

や補助・負担金などは内部取引として相殺消去しています。

連  結 

高 山 市 

古川国府給食センター利用組合 

飛騨農業共済事務組合 

岐阜県市町村会館組合 

岐阜県後期高齢者医療広域連合 

 

高山市土地開発公社 

一般財団法人高山市施設振興公社 

一般財団法人高山市福祉サービス公社 

一般財団法人荘川観光振興公社 

一般財団法人位山ふれあいの里 

一般財団法人高根村観光開発公社 

一般社団法人高山市文化協会 

一部事務組合等 

地方公社 

第三セクター等 

一般会計 

学校給食費特別会計 

普通会計 

国民健康保険事業特別会計 

下水道事業特別会計 

地方卸売市場事業特別会計 

簡易水道事業特別会計 

農業集落排水事業特別会計 

介護保険事業特別会計 

観光施設事業特別会計 

後期高齢者医療事業特別会計 

水道事業会計 

特別会計・企業会計 
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連結貸借対照表 
 

連結貸借対照表は、決算時点における高山市全体の資産保有状況とその資産の財源調達状況を対照表

示しています。左側にはこれまでに建設した建物や上下水道管などの「資産」を、右側にはその資産を形

成したことによる将来世代の負担である「負債」、これまでの世代がすでに負担した「純資産」を表して

います。 

 

平成２７年度の連結貸借対照表から‥  

 

 これまでに高山市全体では、３，９１４億３千万円〔普通会計の１．３４倍〕の資産を形成しています。

財源の内訳として３，１３１億４千万円〔普通会計の１．２６倍〕は、これまでの世代が負担（国県補助

金含む。）したもので既に支払を済ませており、残り７８２億９千万円〔普通会計の１．８２倍〕は、将

来世代の負担として今後に債務の支払いをしていくことになります。 

 

① 公共資産の整備状況 

資産の３，９１４億３千万円のうち、３，２８３億１千万円〔普通会計の１．３９倍〕が土地、建

物等の公共資産となっています。 

有形固定資産は、行政サービスを提供するために長期にわたって使用される学校、道路、橋、庁舎、

上下水道施設、観光施設、診療所などの資産で、前年度と比較して７７億２千万円減の３，２７６億

３千万円となっています。これは、道路整備事業１３億７千万円、駅周辺土地区画整理事業２１億３

千万円、消防施設整備事業６億１千万円、小中学校整備事業７億９千万円、下水道施設整備事業費４

億円などにより総額２０６億７千万円の資産が増加しましたが、福祉施設の譲渡や土地開発公社所有

地の売却、減価償却などにより２８３億９千万円の資産が減少したことによるものです。 

 

② 将来の支出に対する貯蓄状況 

借金の返済や将来の支出に充てる貯蓄や現金は、投資的資産に計上している基金等の２０７億３千

万円、流動的資産に計上している資金の３９８億４千万円を合わせた６０５億７千万円〔普通会計の

１．１１倍〕あり、前年度と比較して４３億２千万円増加しています。 

それに対して借金は、地方債、借入金、翌年度償還予定額を合わせた６６４億７千万円〔普通会計

の２．０６倍〕あり、前年度と比較して４４億６千万円減少しています。貯蓄の約１．１０倍の借金

があることになりますが、このうち約４３５億６千万円については、後年度に地方交付税で措置され

ることが見込まれているものであり、実際に高山市が負担する割合は低くなります。 

 

③ 市税・保険料等の回収状況 

未回収の市税・保険料等は、合わせて２０億６千万円〔普通会計の１．７２倍〕あり、前年度と比

較して１億５千万円減少しています。主な内訳は、市税１１億１千万円、国民健康保険料３億円、上

水道料金２億３千万円となっています。今後も早期回収に努めていきます。 

 

  



（単位：千円）

[資産の部] [負債の部]

１　公共資産 １　固定負債

(1) 有形固定資産 (1) 地方公共団体

①生活インフラ・国土保全 168,119,446 ①普通会計地方債 27,742,525

②教育 54,283,307 ②公営事業地方債 29,003,772

③福祉 5,186,048 地方公共団体計 56,746,297

④環境衛生 26,105,369 (2) 関係団体

⑤産業振興 47,319,625 ①一部事務組合・広域連合地方債 54,434

⑥消防 5,247,068 ②地方三公社長期借入金 2,826,574

⑦総務 21,366,762 ③第三セクター等長期借入金 5,040

⑧収益事業 関係団体計 2,886,048

⑨その他 2 (3) 長期未払金 2,532,478

有形固定資産合計 327,627,627 (4) 引当金 7,633,122

(2) 無形固定資産 2,957 (5) その他 7,887

(3) 売却可能資産 683,693

公共資産合計 328,314,277 固定負債合計 69,805,832

２　投資等 ２　流動負債

(1) 投資及び出資金 798,939 (1) 翌年度償還予定額

(2) 貸付金 750 ①地方公共団体 6,784,545

(3) 基金等 20,725,795 ②関係団体 8,857

(4) 長期延滞債権 1,344,608 翌年度償還予定額計 6,793,402

(5) その他 4,776 (2) 短期借入金（翌年度繰上充用金を含む） 44,544

(6) 回収不能見込額 △ 347,736 (3) 未払金 732,935

投資等合計 22,527,132 (4) 翌年度支払予定退職手当 520,000

(5) 賞与引当金 383,261

(6) その他 13,865

３　流動資産 流動負債合計 8,488,007

(1) 資金 39,840,754

(2) 未収金 715,628 負　　債　　合　　計 78,293,839

(3) 販売用不動産

(4) その他 41,009 [純資産の部]

(5) 回収不能見込 △ 9,114

流動資産合計 40,588,277

４　繰延勘定 純　資　産　合　計 313,135,847

資　　産　　合　　計 391,429,686 負 債 ・ 純 資 産 合 計 391,429,686

借　　　　　　　　　　方 貸　　　　　　　　　　方

連結貸借対照表
（平成２８年３月３１日現在）
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市民１人あたりの貸借対照表 〔平成28年3月31日現在人口　90,024人〕

434.8万円
（0.3万円）

投資的資産
25.0万円
（2.0万円）

流動的資産
45.1万円
（3.2万円）

資産合計
434.8万円
（0.3万円）

負債及び純資産合計

平成２７年度　高山市連結貸借対照表

負　　　　債
87.0万円
（△4.9万円）

純　資　産
347.8万円
（5.2万円）

行政サービスを提供するために保有している資産(財産)と、その資産をどのよう
な財源で賄ってきたかを表しています。

有形固定資産
売却可能資産

364.7万円
（△4.9万円）

【資産の部】 
 

 行政サービスを提供するために 

保有している資産（財産） 
 

有形固定資産 3,276億3千万円（△77億2千万円） 
 

  学校、道路、橋、庁舎、上下水道施設、観光施設、 

  診療所などの建設的事業にこれまでに使われた 

  お金の総額です。道路や建物などの建設費は減 

  価償却（価値の見直し）をしています。土地代は購 

  入時点の価格で計上しています。 

 

 売却可能資産 6億8千万円（△5千万円） 
 

   行政サービスの提供に活用されていない遊休資産 

  の時価評価額の総額です。 

   

 投資的資産 225億3千万円 （15億5千万円） 
 

  出資金、まちづくり基金や福祉健基金など特定目 

  的の基金（貯金）などの総額です。 

 

 流動的資産 405億9千万円 （25億2千万円） 
 

  現金、財政調整基金などのすぐに現金化すること 

  ができる基金（貯金）、市税など市に納めてもらう 

  お金のうち、まだ収入されていないものなどの総額 

  です。 

 

 資産合計 3,914億3千万円 
（△37億万円） 

【負債の部】 
 

 将来の世代が負担する金額 
 

 借入金 664億7千万円 （△44億5千万円） 
 

  これまでに学校や道路などを建設するための財源 

  として国や銀行から借りたお金（借金）の残高です。 

 

 引当金 85億3千万円 （△4億1千万円） 
 

  年度末に市職員全員が普通退職したと想定した場 

  合に必要となる退職手当など、将来発生することが 

  見込まれる費用の総額です。 

 

 未払金等 32億9千万円 （△3億5千万円） 

 

 負債合計 782億9千万円 
（△52億1千万円） 

【純資産の部】 
 

 これまでの世代が負担した金額 
 

  これまでに学校や道路などを建設するために使 

  われたお金のうち、国や県からの補助金、税金な 

  どのお金の総額です。 

 

 純資産合計 3,131億4千万円 
（15億1千万円） 

計  3,914億3千万円 （△37億円） 計  3,914億3千万円 （△37億円） 

概要版 

数値は端数処理をしています。 

（ ）は前年度との比較額です。 
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消防

総務

その他

生活インフラ・国土保全

道路、橋りょう、河川、公園、市営住宅、下水道、駐車場等

教育

小学校、中学校、社会教育施設、文化財施設、体育施設等

福祉

福祉センター、保育園等

環境衛生

ごみ処理施設、し尿処理施設、保健センター、上水道、診療所等

産業振興

農業用施設（農道・用排水路等）、林道、造林地、観光施設、農業集落排水、卸売市場等

消防

消防庁舎、消防車両等

総務

庁舎等

生活インフラ・ 

国土保全 

1,681億2千万円 

（△9億2千万円） 

51.3% 

教育 

542億8千万円 

（△7億4千万円） 

16.6% 

福祉 

51億9千万円 

（△5億8千万円） 

1.6% 

環境衛生 

261億円 

（△23億3千万円） 

8.0% 

産業振興 

473億2千万円 
（△28億5千万円） 

14.4% 

消防 

52億5千万円 

（2億4千万円） 

1.6% 

総務 

213億7千万円 

（△5億4千万円） 

6.5% 

有形固定資産残高 

数値は端数処理をしています。 

（ ）は前年度との比較額です。 

合 計 

3,276億3千万円 
（△77億2千万円） 
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連結行政コスト計算書 
 

連結行政コスト計算書は、福祉サービスのほか水道水の供給、下水処理、ごみ収集のように資産形成

につながらない行政サービスに伴う１年間の費用と使用料・手数料などの収入がどのくらいあるのかを示

しています。 

 

平成２７年度の連結行政コスト計算書から‥  

 

① 経常行政コスト 

経常行政コストの総額は７３８億２千万円〔普通会計の１．８７倍〕で、前年度と比較して１３億

２千万円（１．８％）増加しています。 

性質別にみると、「移転支出的なコスト」が４１９億６千万円〔普通会計の２．３９倍〕で最も多く

全体の５６．８％を占めており、前年度に比べ２８億円（７．２％）増加しています。これは、補助

金等が国民健康保険事業などで１８億３千万円（２９．４％）増加、社会保障給付が後期高齢者医療

保険給付費などで９億２千万円（２．９％）増加したことなどによるものです。 

目的別にみると、福祉が４１９億円〔普通会計の３．２５倍〕で最も多く全体の５６．８％を占め

ており、前年度に比べ２０億１千万円（５．０％）増加しています。これは、国民健康保険事業など

の補助金等や後期高齢者医療保険給付費などの社会保障給付が２０億１千万円（５．０％）増加した

ことなどによるものです。 

性質別と目的別の両方からみると、医療、高齢者や障がい者などに対する福祉サービス、子育て支

援などに多くの費用を充てていることがわかります。 

 

② 経常収益 

経常収益は、負担金や保険料、使用料などの受益者負担の金額のことで、総額は２４９億２千万円

〔普通会計の１９倍〕で前年度と比較して１７億５千万円（７．６％）増加しています。 

経常収益の額の経常行政コストに対する比率、いわゆる受益者負担比率は３３．８％となっていま

す。 

 

③ 純経常行政コスト 

経常行政コストから経常収益を差し引いた純経常行政コストは、４８８億９千万円〔普通会計の１．

２８倍〕となっています。 

経常収益には税収を含めないため大幅なコスト超過になっていますが、純経常行政コストは、市税、

地方譲与税、地方交付税といった一般財源や国・県補助金などで賄うことになります。 
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減価償却費

社会保障給付

補助金等

他団体への公共資産整備補助金等

支払利息

回収不能見込計上額

その他行政コスト

市民１人あたりの性質別の行政コスト 〔平成28年3月31日現在人口　90,024人〕

　人件費

　退職手当引当金繰入等

　賞与引当金繰入額

　物件費

　維持補修費

　減価償却費

　社会保障給付

　補助金等

　他団体への公共資産整備補助金等

　支払利息

　回収不能見込計上額

　その他行政コスト

平成２７年度　高山市連結行政コスト計算書

資産の形成につながらない行政サービスに要した費用（経常行政コスト）を性質別
目的別に表しています。

819,949 円

（2,621 円）

（22,739 円）合　　　　　計

12,436 円

11,885 円

82,408 円

3,419 円

4,091 円

98,628 円

10,549 円

1,347 円

13,645 円

（△2,691 円）

（129 円）

（△36 円）

（△1,048 円）

（△9,369 円）

（△1,191 円）

（13,833 円）

（659 円）

（△1,357 円）

（176 円）

（21,013 円）

127,882 円

364,234 円

89,425 円

人にかかるコスト 

81億円 

（△3億2千万円） 

11.0% 

物にかかるコスト 

213億4千万円 

（△12億7千万円） 

28.9% 
移転支出的 

なコスト 

419億6千万円 

（28億円） 

56.8% 

その他のコスト 

24億2千万円 

（1億1千万円） 

3.3% 

人件費 

74億2千万円 

（△3億2千万円） 

10.1% 

退職手当引当金 

繰入等 

3億1千万円 

（1千万円） 

0.4% 

賞与引当金繰入額 

3億7千万円 
（△1千万円） 

0.5% 

物件費 

88億8千万円 

（△1億9千万円）  

12.0% 

維持補修費 

9億5千万円 
（△8億6千万円） 

1.3% 減価償却費 

115億1千万円 
（△2億2千万円） 

15.6% 

社会保障給付 

327億9千万円 
（9億2千万円） 

44.4% 

補助金等 

80億5千万円 

（18億3千万円） 

10.9% 

他団体への公共 

資産整備補助金等 

11億2千万円 

(5千万円） 

1.5% 

支払利息 

10億7千万円 

（△1億3千万円） 

1.4% 

回収不能見込計上額 

1億2千万円 
（1千万円） 

0.2% 

概要版 

性質別の行政コスト 

数値は端数処理をしています。 

（ ）は前年度との比較額です。 

その他行政コスト 

12億3千万円 
（2億3千万円） 

1.7% 

合 計 

738億2千万円 
（13億2千万円） 
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市民１人あたりの目的別の行政コスト 〔平成28年3月31日現在人口　90,024人〕

　生活インフラ・国土保全

　教育

　福祉

　環境衛生

　産業振興

　消防

　総務

　議会

　その他

（22,739 円）

（△5,779 円）

（△52 円）

（26,748 円）

（△3,311 円）

（2,514 円）

（2,511 円）

（1,056 円）

（233 円）

（△1,181 円）

合　　　　　計

84,902 円

51,359 円

465,469 円

50,189 円

75,634 円

21,773 円

53,764 円

3,627 円

13,232 円

819,949 円

生活インフラ・ 

国土保全 

76億4千万円 

（△6億円） 

10.3% 

教育 

46億3千万円 

（△5千万円） 

6.3% 

福祉 

419億円 

（20億1千万円） 

56.8% 

環境衛生 

45億2千万円 

（△3億5千万円） 

6.1% 

産業振興 

68億1千万円 

（1億6千万円） 

9.2% 

消防 

19億6千万円 

（2億1千万円） 

2.7% 
総務 

48億4千万円 

（4千万円） 

6.6% 

議会 

3億3千万円 

（2千万） 

0.4% 

その他 

11億9千万円 

（△1億2千万円） 

1.6% 

目的別の行政コスト 

数値は端数処理をしています。 

（ ）は前年度との比較額です。 

合 計 

738億2千万円 
（13億2千万円） 
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連結純資産変動計算書 
 

貸借対照表の純資産の部の各勘定が会計年度中にどのように変動したかを表すのが純資産変動計算書

です。 

資産を形成するために使われたお金のうち、これまでの世代が負担してきた部分が増加したのか、あ

るいは減少したのかがわかります。 

 

平成２７年度の連結純資産計算書から‥  

 

① 純経常行政コストについて 

純経常行政コスト４８８億９千万円〔普通会計の１．２８倍〕に対し、市税、地方交付税等の一般

財源と補助金等受入（公共資産等整備分１８億８千万円を除く。）の合計が５２６億７千万円〔普通会

計の１．２５倍〕となっています。したがって３７億８千万円〔普通会計の０．９９倍〕の財源超過

であることがわかります。 

 

② 臨時損益について 

経常的なコストのほかに、災害復旧事業費１７億円、公共施設の解体等に伴う公共資産除売却損益

９億１千万円、債務負担行為の履行によるその他損益３億円などを加味した２３億６千万円〔普通会

計の１．０２倍〕が臨時損益として発生しています。 

 

なお、その他の４２億６千万円の減は、簡易水道事業を水道事業へ移行したことによるものです。 

 

以上により、１年間で１５億１千万円〔普通会計の０．４１倍〕の純資産が増加しています。  

  



（単位：千円）

純資産合計

期首純資産残高 311,624,857

純経常行政コスト △ 48,892,537

一般財源

地方税 13,409,723

地方交付税 16,118,762

その他行政コスト充当財源 4,483,566

補助金等受入 20,539,049

臨時損益

災害復旧事業費 △ 1,695,752

公共資産除売却損益 △ 905,332

投資損失 △ 63,196

その他臨時損益 302,464

出資の受入・新規設立 2,120,485

資産評価替えによる変動額 351,137

無償受贈資産受入 303

その他 △ 4,257,682

期末純資産残高 313,135,847

連結純資産変動計算書
自　平成２７年４月  １日

至　平成２８年３月３１日
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連結資金収支計算書 
 

連結資金収支計算書は、１年間の資金の流れを性質の異なる３つの活動に分けて表示しています。 

 

平成２７年度の連結資金収支計算書から‥  

 

① 経常的収支について 

支出合計は６２６億７千万円〔普通会計の２．０５倍〕で、前年度と比較して２５億２千万円（４．

２％）増加しています。これは、補助費等が１８億６千万円（２９．８％）、社会保障給付が９億３千

万円（２．９％）増加したことなどによるものです。 

収入合計は７９６億２千万円〔普通会計の１．７６倍〕で、前年度と比較して３２億５千万円（４．

３％）増加しています。これは、地方交付税が１０億２千万円（５．９％）減少した一方、国県補助

金等が１４億４千万円（８．５％）増加したことなどによるものです。 

収支は１６９億６千万円〔普通会計の１．１５倍〕の収入超過となっており、公共資産整備や地方

債償還などに充当されることになります。 

 

② 公共資産整備収支について 

支出合計は８２億２千万円〔普通会計の１．１３倍〕で、前年度と比較して２億５千万円（３．

１％）増加しています。駅周辺土地区画整理事業の増などで１２億４千万円（２５．５％）増加した

ことなどによるものです。 

収支は５３億３千万円〔普通会計の１．０６倍〕の財源不足となっており、不足額は経常的収支で

賄われたことになります。 

 

③ 投資・財務的収支の部 

支出合計は１４２億９千万円〔普通会計の１．２０倍〕で、前年度と比較して４億６千万円（３．

３％）増加しています。これは、基金積立額が６億１千万円（１９．８％）増加したことなどによる

ものです。 

収支は１１４億１千万円〔普通会計の１．１４倍〕の財源不足となっており、不足額は経常的収支、

期首歳計現金残高で賄われたことになります。 

 

以上により、１年間で２億２千万円〔普通会計の０．７８倍〕の歳計現金が増加し、期末の歳計現金

残高は８０億円〔普通会計の２．００倍〕となっています。 



（単位：千円）

人件費 8,480,571

物件費 8,889,673

社会保障給付 32,791,281

補助金等 8,099,551

支払利息 1,069,919

他会計への事務費等充当財源繰出支出

その他支出 3,334,982

支 出 合 計 62,665,977

地方税 13,387,991

地方交付税 16,118,762

国県補助金等 18,386,896

使用料・手数料 577,742

分担金・負担金・寄附金 12,952,209

保険料 5,041,678

事業収入 6,336,245

諸収入 961,955

地方債発行額 2,380,400

長期借入金借入額

短期借入金増加額 7,000

基金取崩額 420,154

他会計補助金等

その他収入 3,052,975

収 入 合 計 79,624,007

経 常 的 収 支 額 16,958,030

公共資産整備支出 7,077,246

公共資産整備補助金等支出 1,119,506

他会計への建設費充当財源繰出支出

地方独立行政法人公共資産整備支出

一部事務組合・広域連合公共資産整備支出

地方三公社公共資産整備支出

第三セクター等公共資産整備支出 20,811

支 出 合 計 8,217,563

国県補助金等 2,152,154

地方債発行額 466,300

長期借入金借入額

基金取崩額 6,302

他会計補助金等

その他収入 260,936

収 入 合 計 2,885,692

公 共 資 産 整 備 収 支 額 △ 5,331,871

投資及び出資金 129

貸付金 1,392,800

基金積立額 3,664,276

定額運用基金への繰出支出 9,406

他会計への公債費充当財源繰出支出

地方債償還額 7,590,203

長期借入金返済額 1,627,424

短期借入金減少額

収益事業純支出

その他支出 1,387

支 出 合 計 14,285,625

国県補助金等

貸付金回収額 1,393,550

基金取崩額

地方債発行額

長期借入金借入額 1,038,092

公共資産等売却収入 425,201

収益事業純収入

その他収入 22,749

当年度短期借入金（翌年度繰上充用金）増減額

収 入 合 計 2,879,592

投 資 ・ 財 務 的 収 支 額 △ 11,406,033

翌年度繰上充用金増減額

当年度歳計現金増減額 220,126

期首歳計現金残高 7,863,729

経費負担割合変更に伴う差額 △ 86,974

期末歳計現金残高 7,996,881

３ 投 資 ・ 財 務 的 収 支 の 部

連結資金収支計算書
自　平成２７年４月　１日

至　平成２８年３月３１日

１ 経 常 的 収 支 の 部

２ 公 共 資 産 整 備 収 支 の 部
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市民１人あたりの資金収支計算書 〔平成28年3月31日現在人口　90,024人〕

収　　入 収　　支

経常的収支

公共資産整備収支

合　　　計

支　　出

（6,652 円） （△3,883 円） （△10,535 円）

（44,982 円） （42,265 円） （△2,717 円）

696,103 円 188,372 円 

91,282 円 △59,227 円 

（34,664 円） （44,592 円） （9,928 円）

（3,666 円）

948,517 円 946,072 円 2,445 円 

平成２７年度　高山市連結資金収支計算書

１年間の現金の動きを３つの活動に区分して表しています。

884,475 円 

32,055 円 

31,987 円 

経常的収支

公共資産整備収支

投資・財務的収支

人件費や物件費、社会保障給付などの支出と市税や地方交付
税、国・県補助金などの収入

公共資産の整備などにかかる支出と国・県補助金や借金などの
収入

借金の返済や基金への積立金などの支出と国・県補助金や公
共資産の売却収入などの収入

158,687 円 △126,700 円 

（1,556 円） （△2,110 円）

投資・財務的収支

626億7千万円 
（25億2千万円） 

796億2千万円 
（32億5千万円） 

82億2千万円 
（2億5千万円） 

28億9千万円 
（1億1千万円） 

142億9千万円 
（4億6千万円） 

28億8千万円 
（△3億8千万円） 

支出 

収入 

経常的収支 

169億5千万円 
（7億3千万円） 

公共資産整備収支 

△53億3千万円 
（△1億4千万円） 

投資・財務的収支 

△114億1千万円 
（△8億4千万円） 

合計収支 

2億1千万円 
（△2億5千万円） 

概要版 

合計 851億8千万円 
（32億3千万円） 

合計 853億9千万円 
（29億8千万円） 

数値は端数処理をしています。 

（ ）は前年度との比較額です。 
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（単位：百万円）

１．社会資本形成の世代間負担比率（連結貸借対照表より）

地方債・借入金残高（長期未払金、未払金含む）（Ａ） 69,736

公共資産（Ｂ） 328,314

将来世代による社会資本形成負担率（Ａ／Ｂ） 21％ （前年度：22％）

２．流動比率（連結貸借対照表より）

流動資産（Ａ） 40,588

流動負債（Ｂ） 8,488

流動比率（Ａ／Ｂ） 478％ （前年度：409％）

３．固定比率（連結貸借対照表より）

公共資産（Ａ） 328,314

純資産（Ｂ） 313,136

固定比率（Ａ／Ｂ） 105％ （前年度：108％）

４．受益者負担比率（連結行政コスト計算書より）

経常収益（Ａ） 24,923

経常行政コスト（Ｂ） 73,815

受益者負担比率（Ａ／Ｂ） 33.8％ （前年度：32.0％）

５．地方債の償還可能年数（連結貸借対照表、連結資金収支計算書より）

地方債・借入金残高（Ａ） 66,470

経常的収支額（地方債発行額、基金取崩額除く）（Ｂ） 14,157

地方債の償還可能年数（Ａ／Ｂ） 4.70年 （前年度：5.24年）

　自治体等の抱えている地方債と借入金を経常的に確保できる資金で返済した場合に何年で返済でき
るかを表す指標で、借金の多寡や債務返済能力を測る指標です。
　なお、平均的な値は、３年～９年の間の年数になります。

平成２７年度　連結財務諸表を活用した財政分析

　社会資本形成の結果を表す公共資産のうち、地方債と借入金による形成割合を見ることにより、今後
の世代によって負担する割合を見ることができます。
　なお、平均的な値は、１５％～４０％の間の比率になります。

　流動資産が流動負債をどれだけ上回っているかを見ることにより、短期の資金余裕度を見ることがで
きます。
　なお、１００％を下回ると支払能力に問題があり、２００％以上が望ましいとされています。

　公共（固定）資産が純資産（自己資本）でどのくらい賄われているかを見る比率です。
　なお、１００％以下が望ましいとされています。

　経常収益は、いわゆる受益者負担の金額であるため、経常収益の行政コストに対する割合を算定す
ることで、受益者負担割合を算定することができます。
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